11　振替休日と代休に関する規定
第○条（休日の振替）

１．業務上の必要がある場合、第○条で定める休日を他の労働日に振り替えることがある。

２．前項の場合、会社は従業員に対し、その振替の通知を対象となる休日又は労働日の前日までに行うこととする。なお、原則として振替は土曜日を起算とする同一週内に行うものとする（原則として当該休日と同一週内の所定勤務日に振り替えるものとする。）。

（注）土日休日の会社の場合は土曜日を起算日にすることで、翌週金曜日までに振替休日を取ることで法定労働時間内に収めることが可能になる。カッコの中はそれ以外の場合を想定している。

３．従業員が、前項の通知を受けたにもかかわらず、正当な理由なく、振替により労働日となった日に勤務しないときは、欠勤として扱う。

第○条（代　休）

１．第○条（休日）に休日労働した従業員に対し、会社の業務上の判断により代休を付与することがある。なお、代休は無給とする。

２．前項の代休が付与された場合の休日労働については、労働基準法所定の割増賃金（法定休日の場合は３割５分、それ以外の所定休日は２割５分）のみを支払う。
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